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１）TNF 阻害薬に関するエビデンス 
 TNFαは肉芽腫の形成などにおいて主要な役割を担うサイトカインであり，これを阻害す

る TNF 阻害薬は，関節リウマチ（RA）などの難治性炎症性疾患の領域で大きな成功を収め

た．難治性サルコイドーシスの治療においても大きな期待が持たれ，これまでに３つの RCT

が組まれ，その他に 10 を越える case series があり，それらを総合すると，肺サ症，皮膚

サ症，神経サ症などにおいて有効との結果が得られている 1-3)．肺サ症については,２つの RCT

があり，肺機能のＦＶＣを指標として評価され，2.5～6.6％の改善が得られている 4,5)．た

だこの改善が臨床的に有意であるかどうかについては，議論がある 2,3,6)．しかしいずれも比

較的短期間（6 ヶ月間程度）の投与であり，中止後の再発は多く，平均 12 ヶ月のフォロー

で 86%が再発したとの報告もある 7)．6 ヶ月を超えて長期投与を行った case series（26

例，46 ヶ月）では，2 例で完全寛解が得られ，薬剤を中止でき，その後も再発が無かった
8)． 

 TNF 阻害薬の中ではインフリキシマブ（IFX）が最もよく研究され，評価もほぼ定まって

いる．アダリムマブ（ADA）の評価がそれに次ぐ．エタネルセプト（ETN）は TNF 阻害効

果は最も弱く，サルコイドーシスにおいても有効性は低い 1-3)． 

有害事象として，投与時反応，感染症（結核，その他）の誘発などがあり，死亡例も少数な

がら報告されており，その発生率はＲＡと同等と言われる 2)．また逆説的な事態として TNF

阻害薬投与の有害事象としてサルコイドーシスの発症が多数報告されており（投与対象は

RA などリウマチ性疾患），薬剤としては ETN で多い．Th1，Th2 系のバランスの乱れによ

るものと推測されている 9)． 

 

２）TNF 阻害薬の適応について 
 治療薬としては，本薬剤の高コスト，効果の不確実性，再発の多さなどからステロイド，

及びその他の免疫抑制剤に不応の場合の３rd line としての位置づけであるが 1,3)，重い皮膚

病変（lupus pernio），重い神経サ症においては，海外では２nd line として用いて良いとさ

れる 1,10)．肺サ症については，肺機能上 FVC70%以下，CRP 上昇 4)，FDG/PET 検査陽性 11)

などで良好な反応性が期待されるとされる．皮膚サ症については IFX と並んで ADA が用い

られ良い結果が報告されている 12)．心臓サ症については，有効，無効，むしろ増悪との報告

があり，一定しない 13,14)． 

(TNF 阻害薬については，複数の RCT が行われているため，論文のエビデンスレベルを示し

た)． 
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